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新聞投稿短歌にみる海外在住日本人女性の生活世界と望郷
- 人間主義地理学からのアプローチ-

斎 藤 元 子

1.はじめに

本研究は,今日海外に在住する日本人女性が新

聞に投稿した短歌をモチーフとして,彼女たちの

生活世界と日本-の望郷の思いを洞察し記述する

ことを目的とする｡

現在海外に在住する日本人は約68万人｡そのう

ち女性は49%の約33万人である1)｡ 日本人の海外

-の移住は明治時代に始まる｡その歴史をさかの

ぼってみると,明治大正期にアメリカやカナダな

ど-移民として渡った日本人男性のもと-,相手

の写真だけを頼 りに嫁いでいった ｢写真花嫁上

第二次世界大戦後進駐軍の兵士と結ばれてアメリ

カなどに渡っていった ｢戦争花嫁｣,そして今 日

世界各地に派遣されている日本企業の駐在員の妻

たち,といった女性の姿が浮かび上がってくるO

近年女性史や女性学が盛んになるにつれ,これら

日本人女性についての研究も散見されはじめてい

る｡

しかし地理学においては,海外に在住する日本

人女性に関する研究はまだ見当たらない｡社会地

理学や経済地理学の分野で,海外の日本人を扱っ

た研究としては,エスニック･コミュニティーと

してのアメリカ日系人社会の研究 (杉浦,1991な

ど)や在外日本企業の研究 (高津,1991など)と

いったものが認められる｡だが,残念ながら,こ

れらの研究からは女性の存在はほとんど見えてこ

ない｡

本研究は,他の学問分野においては徐々に注目

され始めてはいるものの,地理学が未だ目を向け

ていない海外在住日本人女性の存在に,彼女たち

の生活世界にみる日本-の望郷という視点から地

理学的に光をあてようと試みるものである｡生活

世界と望郷-の地理学的なアプローチとは,人間

(海外在住日本人女性)と場所 (在住国あるいは

祖国日本)との主観的な関係を洞察することを意

味している｡生活世界は,日常生活を形作る物質

的な要素のみならず,その背後にある精神的な要

素とによって構成される世界である｡また望郷と

は,故郷を懐かしく思う気持ちであると広く定義

できる｡本研究においては,望郷を精神医学など

の分野が研究を行っているホームシックやカル

チャーショックなどと関係づけたネガティブな意

識2)としてよりもむしろ,自らの意志により積極

的に祖国日本との関わ りを求めていこうとするポ

ジティブな意識として捉えてみたい｡

海外在住日本人女性の生活世界と望郷への地理

学的アプローチとして,本研究は人間主義地理学

からのアプローチを試みる｡人間主義地理学は,

人間という主体からみた主観的な空間や場所の意

味や価値を洞察し記述しようとする地理学である｡

生活世界と望郷は,現実に生きる場所と過去に生

きた場所という違いはあるが,ともに人間が場所

と深く関わることによって形作られる｡しかもそ

の関わり万は十人十色である｡つまり,生活世界

や望郷には,各人の主観的な場所の意味や価値が

強く反映される｡海外在住日本人女性の生活世界

や望郷の思いは,彼女たちにとっての在住国や祖

国という場所の意味や価値を映し出す｡それを洞

察する方法として,人間主義地理学はふさわしい

と考える｡

2.人間主義地理学の概念と方法

人間主義地理学は,1960年代の計量革命がもた

らした定量的データを多用し仮説の検証をめざす

実証主義偏向の地理学に対するアンチテーゼとし

て,70年代初頭からトゥアン (Tuan,Yi-Fu),レ

ルフ (Relph,E.),バッティマ- (Buttimer,A.)ら

英語圏の地理学者によって唱えられた研究の潮流

である3'｡実存主義現象学4)の概念を援用し,人間

という主体からみた主観的空間の意味や価値を洞

察し記述しようとする人間主義地理学は,竹内

(1979)や山野 (1979)らによって日本にも紹介

され,近年では人間主義地理学,人文主義地理

学,あるいは現象学的地理学を標模する研究が報

告され始めている (阿部,1990･内田,1990･福
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田,1991など)｡ここでは,本研究のアプローチと

いう点に則し,人間主義地理学によって提示され

たいくつかの概念や方法を紹介する｡

(1) 根づくこと･根無し草/内部者 ･外部者

実存主義現象学の影響を受けたレルフ (1976)

は,人間と場所との実存的な関わ りの状況を,

｢板づくこと (rootedness)｣:｢根無し草 (up-
rootedness)上 ｢内側性 (insideness)｣:｢外側性
(outsideness)上 ｢場所性 (place)｣:｢没場所性
(placelessness)｣という3組の二項対立で示 し

た5)｡この概念は,人間主義地理学的アプローチ

として,その後いくつかの研究に応用されている｡

例えば,Godkin(1980)は ｢根づ くこと (root-

edness)｣ :｢根無し草 (uprootedness)｣の概念

を用いて,アルコール依存症患者と場所との関わ

りを洞察し,場所において個人のアイデンティ

ティを確立させることや過去における場所とのポ

ジティブな関わりを再認識させることが治療上有

効であることを提示した｡また,Seamon(1985)

は19世紀のスウェーデンからアメリカ-の移住を

テーマにした小説を題材に,移民が新しい居住地

における外部者 (outsider)から内部者 (insider)

-と移行するプロセスを洞察している｡日本でも

福田 (1991)が林芙美子の 『放浪記』を題材に,

主人公の放浪と定着の人生を ｢根づ くこと｣ :

｢根無し草｣および ｢内側性｣ :｢外側性｣の

観点から論じている｡Porteous(1985)はレルフ

の概念を発展させ,｢ホーム (home)｣ :｢遠隔
(away)｣ と ｢内部者 (insider)｣ :｢外部者
(outsider)｣からなるマトリックスを提示した｡

それを用い,文学作品に例を求めながら,4通 り
の状況における人間と場所との関係や場所の経験

の差異を論じている｡

海外に在住する日本人女性を研究対象とする本

研究においては,｢根づくこと｣:｢根無 し草｣
が,彼女たちの生活世界ならびに望郷を洞察する

際の最も重要なポイントとなる｡また,根の在 り

かを自覚することにより発生するであろう ｢内部

者｣ :｢外部者｣ の意識も同様に重要である｡

Samuels(1978)は,実存主義を疎外 (aliena-

tion)の哲学と呼び,実存主義地理学は疎外の地

理学,つまり根 (root)を追求する地理学である

とした｡この ｢根｣というものに対して最も強い

こだわ りを示したのは,おそらくフランスのユダ

ヤ人思想家シモーヌ･ヴェーユであろう｡34才の

若さでこの世を去ったヴェ-ユ6)の精神的な遺書

とも言われる 『根をもっこと』(1967)において,

彼女は ｢根づくこと｣こそ人間の魂にとって最も

重要な要求であると主張した｡人間は誰でも,道

徳的,知的,霊的生活のほとんどすべてを,自分

が自然な形で参加している環境を介して受け取ろ

うとする要求を抱いている｡この環境が軍事的征

服などにより破壊されたとき,｢根こぎ｣の病が
発生するとヴェ-ユほ言う｡海外-の移住も,そ

れまで自分が自然な形で参加していた環境から自

らを引き離すという行為をともなう｡よって,そ

こには ｢根こぎ｣の病が発生する可能性がある｡

異国の地において,新たな根を形成しているか否

かが ｢根づくこと｣ :｢根無し草｣さらには ｢内

部者｣:｢外部者｣の洞察の基盤となるであろう｡

(2) トポフィリア･トポフィビア

レルフとともに人間主義地理学を代表するトゥ

アン (1974)は,場所に対する愛着を ｢トポフィ

リア (topophilia)｣という言葉で表現した7)｡ トポ

フィリアの対象となる場所は実に多彩である｡そ

れは家の中の場所といった私的で小さな空間か

ら,国民国家といった社会的な空間までを包摂す

る｡また,建造物のような可視的なもののみなら

ず,家庭のような主観的に把握される抽象的な場

所もが,その対象となる｡さらに,場所-の愛着

は,｢場所への愛情｣と言い換えられるような肯
定的な感情だけではなく,時には ｢場所-のしこ

り｣と言い換えられるような否定的な感情をも意

味する8)0

本研究のテーマである望郷も,トポフィリアの

一種であるoそれは遠く離れた故郷という場所に

対する愛着である｡望郷の対象となる場所は,郷

里の家から日本という祖国までさまざまなスケー

ルが予想される｡また,特定の風景のように具体

的なものもあれば,故郷の暖かさといったような

表現の主観的かつ抽象的な知覚もあるだろう｡そ

れらは,いずれもトポフィリアの様相である｡

(3) 原風景/通態

日本においては,人間と場所との結び付きやそ

の意味を洞察することは,むしろ文学の世界にお
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いて積極的になされてきた (奥野,1972<増補

1989>･前田,1982･加藤,1990など)｡いずれも

文学作品をモチーフにして登場人物と場所との関

わりが論じられている｡奥野健男 (1972)の著作

が喚起した原風景論は,地理学においても人間主

義的アプローチとして注目されている (大島 ･浮

田 ･佐々木,1990,p.137)｡原風景とは魂の故郷

とも言える自己形成空間 ･心象風景を意味し,不

思議な懐かしさをもって思い出されるものである

(奥野,1972,p.18)｡原風景は,生まれてから8

才頃までの環境によって無意識に形成され深層意

識のなかに固着するものと,20才前後の最も感受

性の強い人格形成期に受ける衝撃的体験や感銘に

よって形作られるものとがある (同,p.55)｡また

原風景には,個人的なものと民族や風土に共通し

たものとの二つのタイプがある (同,p.56)｡後者

のタイプとして,日本人が共有する原風景を探る

手がかりは,フランス人地理学者ベルク (1988)

の論ずる ｢自然と文化の通態｣の観念にあると言

えよう｡彼は日本の自然と人間あるいは文化との

関係が,相対する西欧的二元論ではなく,不可分

の交流からなる総体としての風土性を形成してい

ると指摘する｡ここには哲学者の-ルダーや和辻

哲郎によって論じられた風土論からの発展がうか

がえる｡

ベルク (Berque,A)は ｢自然と文化の通態｣と

いう観念を学問的な概念として洗練させるととも

に,それを適用したケース ･スタディを同時に展

開している｡そのなかに,気象,山水,草木と

いった人間を取 り巻く自然環境の主な要素と人間

がそれらに与える意味の相互交流が,日本という

風土においていかになされているかを,俳句を中

心とした文学作品に例を取 りながら論じた箇所が

ある｡小説,短歌という文学作品を題材として,

海外に在住する日本人女性の抱く望郷の風景を洞

察しようとする本研究にとって,そこには多くの

示唆が含まれている｡主要な点を要約しておこう｡

日本の風土を特徴づける自然と人間の通態は,

｢風景の喚起作用｣というものによく表れている｡

例えば,雨を表現する日本語は夕立,時雨など多

数存在する｡しかも,一語一語がある決まった季

節や時刻に降る雨だけを意味する｡それらの言葉

は,特定の感情やイメージと結び付き,コード化

されて,ある一つの風景の中にはめこまれる. そ
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の典型が俳句の季語である｡季語はその一語に

よって,特定の風景を読み手に喚起させる力を

もっている (ベルク,1988,pp.12-17)0

｢風景の喚起作用｣は視覚的なものにとどまら

ない｡例えば,俳句の夏の季語である風鈴は,そ

の言葉が句に込められることによって,読み手に

涼風を呼び覚ます｡秋のススキは,その枯れ行く

運命から,憂いを与える｡｢風景の喚起作用｣によ

り,ある一つの感覚を共有するのである (同,p.

28･34)0

気象現象などを表現する擬声語 ･擬態語の存在

は,ベルクの解釈によれば,日本人のそれに対す

る鋭敏な感受性の表れであ り,そのこともまた

｢風景の喚起作用｣の働きを活発にする｡例え

ば,雪の降り方は ｢チラチラ｣｢コソコソ｣｢ズン
ズン｣といった言葉で表現される｡これらは降り

具合や積もり具合によって微妙に使い分けられ,

自ずとその様が一つの風景となってイメージされ

るのである (同,pp.37-38)｡

このような ｢風景の喚起作用｣が機能する背景

には,以下の事実が存在する｡日本の文化が極度

に鉄柵な心配 りによって数世紀にわたり自然との

関係をコード化してきたこと,そのことを通じて

独自の自然を作 り上げたこと,さらには,そのよ

うな母型があらゆる日本人に備わっていること,

である｡したがって,どのような季語でも,初め

て耳にした時でさえ,反応の回路がすでにあっ

て,受け取る用意ができており,その回路を通じ

て,その人固有の自然と社会に対する関係と調和

を保ちつつ,すんな りと耳に入るわけである

(同,pp.22-23)0

｢風景の喚起作用｣は,俳句の季語にとりわけ

顕著であるが,それは日本の社会のあらゆる層に

おいて機能している｡自然と社会との関係におい

て記号学的装置が存在し,これが個々人の本性-

自然を呼び覚まし,現実化する｡そしてこれと不

可分に,個人は逆にこの装置を自身の生によって

活性化し,自身の肉体をそこに具象化させるので

ある (同,p.23)｡この営みのなかに,自然と人間

が絶え間なく相互交流をくり返す ｢通態性｣を見

ることができる｡したがって,海外に在住する日

本人女性が自らの望郷の思いを短歌に託すとき,

そこには ｢風景の喚起作用｣が兄いだせるのでほ

ないだろうか｡
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(4) サウンドスケープ/スメルスケープ･･･-

人間は外界に対処する上で五感のうち多くを視

覚に依存してはいるが,現実にはすべての感覚を

通じて外界を同時に知覚する｡これは哲学者の間

で論じられてきた諸感覚の体性感覚的統合つまり

共通感覚による知覚 (中村,1979)である｡視覚

が主体となって認知される景観をランドスケープ

とするならば,聴覚を主体とするサウンドスケー

プや喚覚を主体とするスメルスケープも同時に存

在する｡これらも環境知覚の重要な要素であると

いう考えが,地理学者のポコックとポーティウス

(ポコック･ポーティウス,1992,pp.45-109)

によって主張されている｡

サウンドスケープは70年代初頭カナダの環境音

楽家シェ-ファー (1986)が提唱した概念が基本

となっている｡それは特定の地域の音やそれを取

り巻く環境が個人や共同体とどう関係しているか

を問題にする考え方である｡シェ-ファーは世界

各地の音の調査をもとにサウンドスケープの歴史

や風土性を論じている｡ポコックとポーティウス

の研究はこのシェ-ファーの業績に負う点が多いo

またシェ-ファー自らも地理学者が編集する論文

集に寄稿している (Schafer,1985)ところから

も,英語圏の地理学界においては,サウンドス

ケープの概念が浸透しつつあるようにみえる｡

一方スメルスケープの概念は,ポーティウス

(ポコック ･ポーティウス,1992,pp.1111

151)によって提唱された｡そこでは,視覚的な認

識が時間と共に急激に低下して行くのに対し,匂

いはほぼ同じ程度の正確さをもって-年後に思い

出すことができるという心理学の実験結果や,小

説や旅行記には匂いの描写によって特定な場所を

フラッシュバックさせるという記述パターンが多

いことが注目されている｡彼はスメルスケープに

レルフの内部者 :外部者 (insider:outsider)の

概念を適用している｡ある匂いに対してなじみの

ある内部者となじみのない外部者という二項対立

で存在を規定し,匂いに対して敏感な存在は,そ

の匂いから空間的あるいは時間的に隔たっている

外部者であると述べている｡

本研究においても,望郷の風景を単に視覚的な

ランドスケープに限定せず,サウンドスケープや

スメルスケープの面からも洞察する｡特に日本に

は,風鈴や祭 り雅といった季節感や郷土と結び付

いた固有の音,あるいは匂いによって風景のイ

メージを描き出すという世界でも頬を見ない香道

という喚覚芸術の伝統文化が存在する｡この点か

らも望郷につながるサウンドスケープやスメルス

ケープの存在が推測される｡

3.海外在住日本人女性と短歌

千年以上に及ぶ短歌の歴史において,古典和歌

の和泉式部や紫式部,近代短歌の与謝野晶子など

傑出した女流歌人の名をあげることができる｡し

かし,近年ほど多くの女性の歌人に支えられて,

短歌が世に受け入れられ隆盛となった時代はな

い9'｡1987年に出版された俵万智歌集 『サラダ記

念日』は,230万部の売上げという短歌史上驚異

的な数字を記録し,短歌ブームの火付け役となっ

た10)｡それ以来,新聞の投稿短歌欄には海外から

も令め,幅広い年齢層の女性の作品が見られるよ

うになる｡

しかし海外からの投稿の増加は,日本の短歌

ブームによるよりもむしろ,ほぼ同じ時期に大手

全国紙が国際衛星版の発行を相次いで開始したこ

とが大きく影響していると考えられる｡国際衛星

版の発行により,投稿短歌欄も多くの海外に在住

する日本人の目に触れるようになった｡そして,

以前から盛んであった海外在住日本人の歌づくり

が,発表の場を日本の新聞にも広げたものと受け

止められる11)｡海外に在住する日本人が,遠い祖

国への望郷の思いを短歌に託すという行為は,明

治から昭和の初めまで続いた日系移民の頃から盛

んに行われていた｡移民の作品は当時現地で発行

されていた日本語新聞の投稿短歌欄に見ることが

できる12)0

現代においても,アメリカ本土を例に取ると,

海外日系新聞協会に登録されている日本語新聞は

6紙あるが13),いずれも短歌の欄を設けている｡

そして掲載されている作品のほとんどが女性によ

るものであるOコロラド州デンバー発行のロッ

キー時報とシカゴ発行のシカゴ新報に定期的に作

品を掲載している新生短歌会 (デンバー)と湖畔

短歌勉強会 (シカゴ)について筆者が調査を行っ

たところ,会員数は新生短歌会が女性16名 ･男性

1名,湖畔短歌勉強会が女性11名 ･男性2名とい

ずれも女性が圧倒的に多い｡女性会員の平均年齢
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は新生短歌会が60才 ･湖畔短歌勉強会が67才,辛

均在米年数は両会ともに30年以上であった｡また

活動内容は新聞-の寄稿の他に,両会とも毎月1

回歌会を開き,歌歴の長い会員が指導にあたって

いる｡湖畔短歌勉強会は東洋系シニアシチズン専

用アパートの住民を中心にして結成され,アパー

ト内で催される七夕会の折には,笹かざりに自ら

の作品をしたためた短冊をつるすことを楽しみに

している｡

朝日新聞日曜版に掲載される投稿短歌欄 『朝日

歌壇』には,この5年間で海外からの作品498首

が載せられた｡そのうち354首,71%が女性の作

品である｡海外に在住する女性から寄せられた作

品の内容傾向をみると,異国の生活世界を歌った

ものが最も多い｡これに次いで,祖国日本-の望

郷の思いや二つの国の間に揺れる心を歌ったもの

が目立つ｡生活世界や望郷の歌は,いわば "個の

世界"の歌である｡これに対して,個の世界の歌

に比べ数は少ないが, "社会詠"と呼ばれるジャ

ンルに属する歌も見られる｡在住国が直面してい

る政治 ･社会の状況や,距離を置くことによって

見えてくる日本社会の長所短所などを,自分はど

うとらえ,いかに考えるかを短歌に表現したもの

である｡

利点のみ喧伝されてなだれこむキャピタリ

ズムをやはり怪しむ

プラ- クロウスカー美渉子

民主化が進行する旧チェコスロバキア｡祖国日本

を通して資本主義の功罪を知る作者は,資本主義

の発する甘い言葉に踊らされている民衆に警告を

投げかけている｡

慰安婦の責め問われし日にも学びおり韓国

の友と肩よせあいて アメリカ 守谷栄子

旧日本軍によって辛い体験を強いられた女性たち

が声をあげはじめた｡作者は日本人という加害者

として,また女性という同じ被害者として,この

声を真撃に受け止めている｡

時々刻々とさまざまなメディアを通じて,われ

われの手許-届けられる社会の激動をいかに歌う

か,世界と自己とのとらえかたが,これまでにも

お茶の水地理 第36号 1995年

増し大きな課題として,現在の短歌界では語られ

るようになった｡にもかかわらず,女性はどちら

かと言えば社会現象を作品化することが得手では

なく,女性歌人の社会詠はやや不振の感がある14)0

このような短歌界の状況の中で,海外に在住する

女性が積極的に社会詠に挑んでいる姿勢は評価で

きる｡だが,ストレートな表現が災いしてか,作

品のもつ趣きという点では,自然や風景に自らの

思いを託して個の世界を歌い上げた行情歌には,

まだ及ばないという印象をうける｡

『朝日歌壇』の投稿者には,こつこつと作品を

送 り続けている人が多い｡海外に在住する女性の

作品に筆者が注目するようになったのは,短歌-

の関心から 『朝日歌壇』を読むなかで,数人の海

外在住女性の作品にいつも心引かれるからである｡

それは主に祖国日本への望郷の思いを歌ったもの

である｡同じ作者の歌を時折目にすることは,彼

女たちの生活世界を少しずつ垣間見て行く気持ち

である｡本研究においては,海外在住日本人女性

の望郷を洞察する-題材として,過去 5年間に

『朝日歌壇』に掲載された海外からの作品の中か

ら,筆者が特に強い印象をもって受け止めてきた

数人の作品を紹介したい｡『朝日歌壇』には,毎週

約2千首の作品が寄せられる｡そこから近藤芳

美,佐佐木幸綱,島田修二,馬場あき子の4名の

プロの歌人が各々10首を選歌し,計40首 (共還さ

れ重複する場合あり)が新聞に掲載される｡掲載

作品は,このようなプロセスを経て選ばれたもの

なので,選者の噂好が反映されていることは否め

ないが,技術的な意味においてほ一定の水準に達

しているといえる｡

短歌,特に自然や風景に自らの思いを託して歌

う押情歌は,人間主義地理学の視点からみると,

ベルクのいう自然と人間の通態の表象である｡そ

こには自然と人間の不可分の一体感が存在する｡

望郷とは,故郷あるいは祖国とよべる場所と自分

との過去における実存的な関係を回顧する行為で

ある｡よって望郷の歌は,どのような日本の自然

や風景が祖国と自分との実存的な関係を象徴させ

ているかを洞察する優れた手がかりとなるだろう｡

なお,作品の解釈は筆者個人による｡
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4. アンソロジー ～望郷の歌～

(1)春日あかねさん (メキシコ在住)

山つつじおきな草咲くふるさとが顕ち来る

今日よわらび茄でつぐ

ほととぎすここに鳴かねど渡鳥聞きつつ蒔

きぬ故郷の野沢菜

面映ゆく敬老会の祝宴に座して我が過去移

民一世

五十五年メヒコに住みし老われに新聞は伝

うふきのとうの味

葱坊主李をかまわず立ち並ぶメヒコの畑の

日本種のねぎ

遠来の孫の手とればすでにして働き者の手

となりていぬ

春日あかねさんはメキシコ在住の日系移民一世

である｡祖国を離れて55年,今では三世の孫が働

き手にまで成長 している｡外務省の調査による

と,彼女が日本を発った昭和10年前後,毎年年間

約 1万の人々が海外移民として海を渡った｡この

うち何人がメキシコを目指したかは定かではない

が,現在メキシコには約千人の日系人がいる15)0

掲出歌は,メキシコという異国に渡 り,そこの日

系人社会を生き抜いてきた彼女の歴史を感 じさせ

る｡

あかねさんの故郷は信州であろう｡春には山つ

つじゃおきな草の花が咲き,ふきのとうが芽吹

き,夏にはほととぎすが空を渡っていった山野の

風景が,彼女の望郷の原風景である｡おきな草は

キンポウゲ科の多年草で,本州 ･四国 ･九州の山

野の草原に見られ,3月から5月ころに暗赤褐色

の花をつける｡彼女の原風景は,共通感覚によっ

て構成されている｡それは視覚的にのみ思い出す

故郷の風景ではない｡ほととぎすの鳴き声やふき

のとうの味も忘れられない望郷の風景である｡サ

ウンドスケープやスメルスケープがそこには同時

に存在している｡

あかねさんは,家庭菜園でわらび,野沢菜,ね

ぎなどの日本の野菜を作っている｡55年を経ても

日本の味は忘れられないに違いない｡異国では手

に入らない野菜を自ら育てることは,テイストス

ケープ-のこだわ りである｡だが,それに加え

て,日本の野菜に彩られた庭の一隅の空間は,彼

女にとっての小さな日本という空間なのである｡

山つつじゃおきな草が咲く故郷の風景が心に立ち

上がってくる時,庭で採れたわらびを茄でること

で故郷とのつながりを実感する｡また,異国メキ

シコの空を飛び行く渡 り鳥の声を聞きながら野沢

菜の種を蒔く作業は,かつてほととぎすの鳴く声

を聞きつつ故郷の土に同 じ野沢菜の種を蒔いた

日々を追体験することである｡家庭菜園は彼女に

とって,故郷という場所を間接的,代償的な方法

で経験するためのものなのである｡レルフはこの

ような経験を代償的内側性 と呼んでいる (レル

フ,1991,pp.95-6)0

(2) モーレンカンプふゆこさん (オランダ在住)

秋茄子や思郷の藍はとろ火にて一人静かに

コトコトと煮む

ほこほこと南瓜の黄の裡に燃ゆる望郷ひと

つしずめかねつつ

｢遥かなる故国｣ と呼べ りどんぐりを拾え

ば ｢故国｣手の中に在 り

KAKIひとつ買物かごに忍ばせて豊かな帰化

を遂げんとぞ思う

桑の実も在 りてうれしき祖国かな桑の実を

子らに何と語らむ

異文化の狭間に揺れる樺一本我がなつかし

き新風土とせむ

モーレンカンプふゆこさんの望郷の歌は,具体

的な故郷の風景や思い出を祐俳とさせるような歌

ではない｡ しかし,秋茄子,南瓜,どんぐり,

柿,桑の実といった野菜や植物に象徴された望郷
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は,おそらくほとんどの日本人が反射的に共感で

きる世界である｡これはまさにベルク (1988)の

指摘する ｢風景の喚起作用｣によるものである｡

日本人は繊細な心配 りをもって,数世紀にわたり

自然との関係をコード化してきた(ベルク,1988,

p.22)｡それは現代の日本人においても機能 して

いる｡ 秋茄子や南瓜など望郷を象徴する言葉は

コード化され,回路を通 じて読み手に届けられるO

そして読み手の脳裏には,自ずと一つの風景が立

ち現れてくるのである｡

茄子や南瓜は日本固有の野菜ではない｡しかし

ここで歌われている茄子や南瓜は,読み手一人一

人が固有に思い描くことができる日本的な風景を

喚起せずにはおかない｡それは茄子紺と呼ばれる

独特の藍色の色彩や,醤油で味つけられた匂いな

どと結び付いたものである｡あるものは調理され

てゆく秋茄子や南瓜の匂いが立ち込めていた台所

の風景かも知れないし,またあるものはそれらが

盛られた大皿を家族でつつき合った食卓の情景か

もしれない｡このような風景は,激情的な望郷の

念によって突如浮かんで くるとい うよりもむし

ろ,｢コトコト｣｢ほこほこ｣といった言葉が示す

ように,茄子や南瓜を目にした り食した折 りにふ

つふつと沸いてくる風景,心の奥底にいつも潜ん

でいる望郷の原風景であろう｡例えば,異国での

-p-ウィソの日,細工された巨大な南瓜を目の

当たりにして,手の平に乗るような小ぶりの日本

の南瓜が懐かしく思い出され,南瓜にまつわる昔

の風景がふと浮かび上がってくるということも十

分にありうる｡

KAKIの歌では,以下のような逸話を思い出し

た｡今でも古い家の庭には,大きな柿の木がよく

あるが,なんでも昔は,嫁入 りの際に柿の苗木を

持って行き,それを嫁ぎ先に植えたという｡ その

嫁が一生を終えたとき,大木になっている柿の枝

が,火葬の薪やお骨を拾 う箸にされたそうだ｡つ

まり,柿の木は女の生涯を象徴していたのだ｡柿

と女性は豊かな実 りをもたらす点で共通 してお

り,それで柿が女性のシンボルになったと考えら

れる16)｡ふゆこさんがこんな昔の風習を知ってい

たかは定かでない｡だが,買物かごの中にひそか

にある柿は祖国-の望郷の思いであり,また彼女

自身の日本人女性としてのアイデンティティ-の

愛着である｡日本を離れ異国に帰化した彼女が,

お茶の水地理 第36号 1995年

心ひそかにもち続けている祖国-の望郷の思い

を,柿-の愛着に象徴させているのは興味深い｡

しかし,彼女が心に忍ばせているのは ｢柿｣では

なく ｢KAKI｣である｡KAKIは作者の望郷の思い

であり,かつ柿をKAKIに変えて生きて行 く作者

の帰化の志でもある｡白樺に象徴されるオランダ

の風景を,自分が根を下ろした場所の風景として

心に刻んでゆく決意を歌った最後の歌にも,その

志はよく表れている｡

(3) ルソドス トロム和代さん

(スウェーデン在住)

遠ざかる帰雁の声に ｢カリガネ｣と声にし

てみる異国語のごとく

行 く雲にすがりつきたき時ありて心なだむ

る落葉のバス停

望郷の念には,祖国という風土の記憶を手繰 り

寄せようとする思いと,我が身を祖国の風土の中

に送 り返そうとする思いがあるように思う｡前者

は心象風景として,懐かしい故郷の風景が心に立

ち現れてくるような場合であり,後者は移 り行く

ものに我が身を託して,帰郷の思いにふけるよう

な場合である｡ルンドス トロム和代さんの歌は,

後者の典型である｡渡 り鳥や流れ雲といった大空

を移 り行 くものには,昔からどれほど多くの異邦

人が帰郷の思いをはせてきたことだろう｡

現代では飛行機も格好の代償物といえる｡異国

に住む日本人がホームシックにかかった時,空港

で日本行きの飛行機を眺めていると心が安らいだ

という話を何回か耳にしたことがある｡また数年

前,筆者がニュージーランドに1年ほど滞在して

いた時,知人の送迎のため空港に行 く度,いつも

サモアや トンガなどからの移民とおぼしき人々

が,だれかを待つ様子でもなく,ただ待ち合い室

の窓から離着陸する飛行機をじっと眺めていた姿

が思い出される｡ 空港に来たからといって,祖国

との距離が縮まる訳でないことは明らかである｡

しかしこのよう行動がまったく不可解と言い切れ

ないのは,サル トルらの哲学者によって論じられ

てきた数学的な空間に対比されるホ ドロジー的空

間意識が存在するからである｡ホ ドロジー的空間
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とは,2点間の間隔が具体的に生きられ,体験さ
れている空間のなかで,不快感や安心感などの度

合いによって変化するものである17)0

望郷とホ ドロジー的空間意識の関係は,海の広

がりの感じ方に最も明快に表れるといえよう｡海

は,国と国とを隔てて広がる大きな障害であると

同時に,それは対岸の祖国へとつながっている｡

人は海を,ある時は祖国と己れとを無限に隔てる

ものと感じ,ある時は祖国-の掛け橋と感じる｡

第二次世界大戦後,アメリカ兵の夫とともに海を

渡った戦争花嫁は,アメリカ国内の基地を転々と

した後,その多くが退役した夫とカリフォルニア

州沿岸部に安住の地を得た｡彼女たちがその土地

を選んだ理由の一つは,海の向こうに祖国 ･日本

があるからである18)0

(4) クロウスカー美渉子さん (プラノ＼在住)

遺されしわずかな土地を想うとき故郷はま
かたち

だ 象 を留む

この国に骨埋めるのですか幾度か問われ間

わるる度の戸惑い

戸籍 ･土地 ･墓,これこそ日本人にとって最も

断ち難い祖国との粋ではないだろうか｡日本国籍

を放棄して戸籍を抹消する｡祖先から受け継いだ

土地を処分する｡異国に骨を埋める決心をする｡

これらの行為は,ある意味では肉親との秤を断ち

切ることでもある｡逆に,二度と日本に住む意志

がなくとも,戸籍が残っている,あるいは故郷に

土地や墓があるということは,具体的な祖国の形

として,望郷を喚起すると同時に,言い知れぬ安

心感を生む｡筆者はアメリカで数人の日本人女性

に会った折,戸籍や墓について質問してみた｡彼

女たちは皆,在米20年以上,夫はアメリカ人で帰

国の意志はもっていない｡しかし,｢日本国籍は
絶対に捨てない｣｢死んだら,遺骨の半分は日本
のお墓に入れてもらうように約束 してある｣と

いった言葉を複数の人から聞いた｡チェコと日本

という2つの国の間を揺れ動くクロウスカー美渉

子さんの心は,根づくということがいかなること

であるかを自問自答し続けている｡

死を ｢天に召される｣と表現する西洋人に対し

て,日本人は ｢土に返る｣という言葉をよく使う｡

死んだ我が身は土に返るという意識は,自ずと土

となる場所-のこだわ りを生む｡国際結婚などで

海外に移 り住んだ日本人女性は,異国での生活が

長くなると,自分は死んだら,どこに骨を埋めて

もらいたいかを考えることが多くなるようである｡

それは,自分の根の所在や故郷との粋などを確か

めることでもある｡故郷という場所は,具体的な

望郷の風景としてのみならず,自分の根の所在

也,あるいは自分が究極的に返る場所という観念

的な形式によっても,彼女たちの心の中に存在し

ているのである｡

5.海外在住日本人女性の作品傾向

以上,海外在住日本人女性の投稿短歌にみる望

郷を4人の作品を通して洞察してきた｡最後に,

5年間に 『朝日歌壇』に掲載された海外在住日本

人女性の望郷の歌の全体的な傾向として,どのよ

うな対象が多く歌われているかを示しておく｡

望郷を喚起するものとして最も多く登場するの

が,日本人になじみ深い草木 (桜,つつじ,萩な

ど)と野菜 (里芋,オクラ,茄子など)である｡

その例としてほ,前述した春日あかねさんの ｢山

つつじ･-･｣｢ほととぎす--｣｢葱坊主--｣,
モーレンカンプふゆこさんの ｢秋茄子や --｣

｢ほこほこと--｣｢KAKIひとつ･･-｣｢異文化
の--｣の他,以下のような歌もあげられる｡

知らぬ間にオクラ里いもカゴに入れ故郷に

向かうがごとき夕暮れ イギリス 飯沼鮎子

これは土地に根を張 り,土地に育まれる植物とい

う存在が,日本の風土-の郷愁と結び付くからで

あろう｡日本人は魚を好んで食するにもかかわら

ず,魚はほとんど歌われていないことから,単な

る味覚上の恋しさからきたものではない｡そこに

は根をもつことへの要求が存在している｡シモー

ヌ･ヴェ-ユほその著書 『根をもっこと』におい

て ｢根づくということは,おそらく人間の魂の

もっとも重要な要求であると同時に,もっとも無

視されている要求である｡(中略)人間はだれで

も,いくつもの板をおろす要求をいだいている｡

つまり,道徳的,知的,霊的生活のほとんどすべ
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てを,彼が自然なかたちで参加している環境を介

して受け取ろうとする要求をいだいているのであ

る｡｣(ヴェ-ユ,1967,p.63)と述べている｡だ

が,異国に渡った者が祖国を過去のものとして切

り捨て,異郷に根を下ろし完全にその土地の内部

者になり切ることはむずかしい｡植物を歌うこと

は,海外在住日本人女性の根が祖国から断ち切れ

ていないという現実と根を断ちたくないという意

志の象徴と読み取れる｡また,自然の情景に自ら

の思いを投影させる行為は,自然と人間の通態と

呼び得る日本の文化,風土性を認めることができ

る｡

次に多くみられるのが,日本の年中行事 (ひな

祭 りなど)やわらべうた ･童謡 (かごめかごめ,

赤い靴など)を歌ったものであるO代表的な歌を

あげてみると,

雛の宵ピーチ ･ブラッサムズ飾 り活け女な

ることをひそかに祝う ボストン 劉優貴子

紙びなを西湖に流す習わしも五度目となり

ぬわがひなまつり 中国 斉藤真木子

かくれんぼかごめかごめの輪の中の幼き孤とも
独を羨Lと思う

オランダ モーレンカンプふゆこ

初春や靴を買い来て国遠し赤き靴なり何処

-行かむ

オランダ モーレンカンプふゆこ

年中行事の歌は,主に異国でそれを守り続けてい

る様子を歌 ってお り,日本人としてのアイデン

ティティの強い主張がうかがえる｡しかし,異国

において繰 り広げられる日本の行事は,賑わいそ

して消えて行く利郡的な疑似日本空間のもつはか

なさを感じさせる｡一方,わらべ うたや童謡を

歌ったものは,作者一人一人の幼少の生活風景を

祐俳とさせる｡作者の故郷を特定する具体的な地

名が歌われていないにもかかわらず,作者の望郷

の原風景がイメージとして自然と浮かんでくるの

は,わらべ うたや童謡の歌詞に負うものである｡

短歌に盛られたわらべうたや童謡の名は,日本人

にある一定の風景を喚起させる記号としての役割

お茶の水地理 第36号 1995年

をもっている｡だが,童謡に歌われているような

風景が失われ,また童謡を知らない子供が増えて

いる現在を考えると,わらべうたや童謡が喚起す

る日本人の原風景などは存在しなくなるかもしれ

ない｡

日本語に対するこだわ りを歌ったものも複数み

られる｡代表的な歌をあげてみると,

我老いて開ける格子戸 ｢ただいま｣と叫べ

ど叫べど答えなき夢

オランダ モーレンカンプふゆこ

リヤカーに我が著書積みて売る夢よ ｢毎度

あり-い｣と言いて目覚めし

オランダ モーレンカンプふゆこ

｢がんばって !｣｢がんばります !｣で言
いつくす日本人のあいさつことば

オランダ ネ-ダーコールン靖子

前述 したルソドス トロム和代 さんの ｢遠ざか

る--･｣もこの例に入る｡｢ただいま｣｢がんばっ

て｣などは外国語には訳しにくい｡このような言

葉を歌に織 り込む姿勢は,海外での言葉の不 自由

さに由来するというよりも,日本人としてのアイ

デンティティの積極的な主張と受け止める｡また

同時に,微妙なニュアンスをもつこれらの言葉を

使うことにより,本国にいる日本人との言語を媒

介とした精神的な交流を求めているのではないだ

ろうか｡海外に在住する日本人女性が,日本の文

壇で新人賞を獲得し,作家としてデビューする例

がしばしば見られるのも,以上のような意識が創

作活動を駆 り立てる一因として働いているからと

考えられる19)｡さらには,言葉のもつ音や響きが

望郷のサウンドスケープを喚起することも忘れて

はならない｡

6. おわりに

地理学者01sson(1981)は,望郷 (yearning

forhome)とは人間関係よりも場所と強く結び付

いた感情であると述べている｡それは往々にして

具体的なもの-の回帰という形をとってたち現れ

てくる｡その対象物は,過去における人々とのあ
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いまいな関係のなかに求められるのではなく,自

分を育んだ大地との確固とした関係のなかに象徴

的に存在するという｡新聞投稿短歌を通して,こ

れまで見てきた海外在住日本人女性の望郷におい

ても,故郷の木々や草花といったものが,それら

を背景にして繰 り広げられた人間関係をもすべて

包摂する形でシンボル化されているのを読み取る

ことができる｡ これは,OIssonの説を裏付けるの

みならず,望郷とは場所に起因する,つまりは主

観的な場所の経験なくしては起こり得ない感情で

あることを,物語っている｡

はじめにも述べたように,地理学においては,

海外に在住する日本人女性に関する研究は皆無に

等しい｡本研究は,その第一歩であり,試論であ

る｡本研究が試みた人間主義地理学からのアプ

ローチの意義や課題は,今後地理学において,海

外在住日本人女性をテーマとした複数の研究が提

示された時,より積極的に議論されることになる

であろう｡

本論文は1994年 9月に提出した修士論文の一部を加

筆修正したものである｡また本テーマに基づいた報告

杏,同年11月の第62回お茶の水地理学会談話会におい

て行った｡その席上,数多くの貴重な助言をいただい

たことを,記して厚 くお礼を申し上げる｡
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報 (シカゴ)｡ちなみに､6紙のうち､北米毎日､北
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